
タイトル： 
厚生労働省の主催「労働問題・労働条件に関する啓発授業」を開催 

〜Well-Being 幸福な個人と社会の実現にむけて〜 

 

本文： 
 2019 年 11 月 30 日、12 月 7日の 2 日間続けて、学校に対する評価・教員の「過労死」・
「同僚性の危機」問題などをふまえて、人としての働き方・生き方を探っていきます。 
授業予定：  
・場所 東京工芸大学 本館１階 012 教室 神奈川県厚木市飯山 1583 
・実施日 2019 年 11 月 30 日(土)、12 月 7 日(土) 
・時間 11 時 00分〜12 時 30 分 授業科目名「教育制度・経営論」 
                 授業担当者 茂野 賢治(東京工芸大学 教授) 
・講師 永田 亮氏（武蔵小杉合同法律事務所 弁護士） 
    工藤 祥子氏（神奈川過労死等を考える家族の会 代表） 
11 月 30日 「教員(職業人)として働くことの現状と課題」 
         学校評価等、教員の労働環境に関する問題を中心に講義、ご遺族による体験談 
12 月 7 日 「教員(職業・生活・家庭人)として、個人と社会の幸福実現(Well-Being) 
         の創造」 
※両日ともに、講義とグループ・ディスカッションの授業形態で実施します。 
 


